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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域の複数のゲートラインと該複数のゲートラインに必要な信号を供給する複数の
ゲート駆動回路ラインとを接続するためのリンク部を有する液晶パネルにおいて、前記ゲ
ートラインとゲート駆動回路ラインとを接続させるための電極パターンが形成されており
、前記リンク部の位置に応じて前記複数のゲートラインが相互異なる長さを有し、
　前記ゲートラインと電極パターンの第１コンタクト孔と前記ゲート駆動回路ラインと電
極パターンの第２コンタクト孔のうちの少なくともいずれかのコンタクト孔の個数が、ゲ
ートライン又はゲート駆動回路ラインの位置に応じて互いに異なり、
　前記複数のゲート駆動回路ラインにおいて、中心位置のゲート駆動回路ラインに形成さ
れた第２コンタクト孔の個数よりも前記中心位置から遠ざかるエッジ部のゲート駆動回路
ラインに形成された第２コンタクト孔の個数が多く、
　前記複数のゲート駆動回路ラインにおいて、中心位置のゲート駆動回路ラインに形成さ
れた前記電極パターンの面積よりも前記中心位置から遠ざかるエッジ部のゲート駆動回路
ラインに形成された電極パターンの面積が広いことを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項２】
　前記コンタクト孔の個数は、前記ゲート駆動回路ラインの長さが長くなるほど増加する
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項３】
　前記ゲートライン及びゲート駆動回路ラインは、前記第１及び第２コンタクト孔を介し
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て前記電極パターンとコンタクトされ、前記第１コンタクト孔を介在して前記ゲートライ
ンと前記電極パターンがオーバーラップされる領域の全面においてコンタクトされ、前記
第２コンタクト孔を介在して前記ゲート駆動回路ラインと前記電極パターンがオーバーラ
ップされる領域の全面においてコンタクトされることを特徴とする請求項１に記載の液晶
ディスプレイ。
【請求項４】
　表示領域の複数のデータラインと該複数のデータラインに必要な信号を供給する複数の
データ駆動回路ラインとを接続するためのリンク部を有する液晶パネルにおいて、前記デ
ータラインとデータ駆動回路ラインとを接続させるための電極パターンが形成されており
、前記リンク部の位置に応じて前記複数のデータラインが相互異なる長さを有し、
　前記データラインと電極パターンの第１コンタクト孔と前記データ駆動回路ラインと電
極パターンの第２コンタクト孔のうちの少なくともいずれかのコンタクト孔の個数が、デ
ータライン又はデータ駆動回路ラインの位置に応じて互いに異なり、
　前記複数のデータ駆動回路ラインにおいて、中心位置のデータ駆動回路ラインに形成さ
れた第２コンタクト孔の個数よりも前記中心位置から遠ざかるエッジ部のデータ駆動回路
ラインに形成された第２コンタクト孔の個数が多く、
　前記複数のデータ駆動回路ラインにおいて、中心位置のデータ駆動回路ラインに形成さ
れた前記電極パターンの面積よりも前記中心位置から遠ざかるエッジ部のデータ駆動回路
ラインに形成された電極パターンの面積が広いことを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項５】
　前記コンタクト孔の個数は、前記データ駆動回路ラインのデータ信号が印加される中心
位置から遠ざかるほど増加することを特徴とする請求項４に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項６】
　前記データライン及びデータ駆動回路ラインは、前記第１及び第２コンタクト孔を介し
て前記電極パターンとコンタクトされ、前記第１コンタクト孔を介在して前記データライ
ンと前記電極パターンがオーバーラップされる領域のサイドのみにおいてコンタクトされ
、前記第２コンタクト孔を介在して前記データ駆動回路ラインと前記電極パターンがオー
バーラップされる領域の全面においてコンタクトされることを特徴とする請求項４に記載
の液晶ディスプレイ。
【請求項７】
　前記データライン及びデータ駆動回路ラインの下にアクティブパターンがさらに形成さ
れたことを特徴とする請求項４に記載の液晶ディスプレイ。
【請求項８】
　前記アクティブパターンは、前記コンタクト孔を介して露出されることを特徴とする請
求項７に記載の液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイに関し、リンク部の抵抗バラツキを補償することができる
構造の液晶ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、消費電力が低く、携帯性が良好な技術集約的か
つ付加価値の高い次世代先端ディスプレイ素子として脚光を浴びている。
　前記液晶ディスプレイは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を備えるアレイ基板とカラーフ
ィルター基板との間に液晶を注入して、この液晶の異方性に応じる光の屈折率差を利用し
て映像効果を得る非発光素子による画像表示装置のことを意味する。
【０００３】
　現在では、前記薄膜トランジスタと画素電極とが行列方式で配列されたアクティブマト
リックス液晶ディスプレイ（ＡＭ－ＬＣＤ）が解像度及び動映像実現能力に優れているの
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で、最も注目されつつある。
【０００４】
　液晶ディスプレイは、液晶セルがマトリックス状に配列された液晶パネルとこの液晶パ
ネルを駆動するための駆動回路とを備える。
　液晶パネルには、ゲートラインとデータラインとが交差するように配列され、そのゲー
トラインとデータラインの交差により設けられる領域に液晶セルが位置する。
【０００５】
　この液晶パネルには、液晶セルそれぞれに電界を印加するための画素電極と共通電極が
設けられる。前記画素電極それぞれは、スイッチング素子である薄膜トランジスタのソー
ス及びドレイン端子を経由して、データラインのうちのいずれかに接続される。
【０００６】
　前記薄膜トランジスタのゲート端子は、画素電圧信号が１ライン分ずつの画素電極に印
加されるようにするゲートラインのうちのいずれかに接続される。
【０００７】
　前記駆動回路は、ゲートラインを駆動するためのゲートドライバーと、データラインを
駆動するためのデータドライバーと、共通電極を駆動するための共通電圧発生部とを備え
る。前記ゲートドライバーは、スキャン信号、すなわちゲート信号をゲートラインに順次
供給して、液晶パネル上の液晶セルを１ライン分ずつ順次駆動する。データドライバーは
、ゲートラインのうちのいずれかにゲート信号が供給されるごとに、データラインそれぞ
れにデータ電圧信号を供給する。共通電圧発生部は、共通電極に共通電圧信号を供給する
。
【０００８】
　これにより、液晶ディスプレイは、液晶セル別にデータ電圧信号に応じて、画素電極と
共通電極との間に印加される電界により光透過率を調節することによって、画像を表示す
る。
【０００９】
　前記駆動回路は、前記液晶パネルに設けられた電極パッドを介して画素領域に配置され
た該当信号ラインと電気的に接続して駆動信号を供給する。この時、前記電極パッドは、
電極リンクを介して画素領域の該当信号ラインと電気的に接続する。
【００１０】
　このような液晶ディスプレイでは、高解像度の画像を実現するために、画素数が増加さ
れて、配線の幅及び間隔が細かくなった。
　これにより、電極パッドと画素領域の該当信号ラインとの間に接続される電極リンク部
は、その位置に応じてゲートラインが互いに異なる長さを有するように設定されている。
この結果、ゲートラインは、その長さ差に応じて抵抗バラツキを有するようになる。
【００１１】
　図１は、通常の液晶ディスプレイのゲートラインパッドを概略的に示した部分図であり
、図２は、通常の液晶ディスプレイのゲートパッドリンクを拡大して示した平面図である
。
【００１２】
　図１及び図２に示すように、ゲート駆動回路（図示せず）と接続されるゲートパッド１
１２は、下部基板１１０のきわ領域に形成される。
【００１３】
　前記ゲートパッド１１２は、ゲート駆動回路ライン１１５からの駆動信号を、ゲートリ
ンク１００を介して画素領域１１４に配置されたゲートラインＧＬ１１１に供給する。
【００１４】
　前記ゲートパッド１１２及びゲートリンク１００を詳述すれば、図２に示すような構造
を有する。前記ゲートリンク１００は、基板１１０上に形成されたゲートライン１１１と
これに接続したゲートパッド１１２と、前記ゲートパッド１１２が形成された基板１１０
上に積層され、パッド領域が露出されるようにゲートパッドホール１２０が形成されたゲ
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ート絶縁膜（図示せず）及び保護膜（図示せず）と、露出されたゲートパッド１１２に接
触されるように塗布された透明電極パターン１１８とを備える。
　そして、前記透明電極パターンは、前記ゲート駆動回路ライン１１５と前記ゲート絶縁
膜及び保護膜を貫通して形成されたゲートリンクホール１２１を介して接続する。
【００１５】
　図２に示すように、ゲートライン１１１ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、ＧＬ４、ＧＬ５は、
位置に応じて互いに異なる長さを有することに対し、同じ幅及び厚さを有する。
　これによって、ゲートライン１１１ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、ＧＬ４、ＧＬ５にかかる
抵抗は、その長さ差に応じて僅かながら差を有するようになる。
【００１６】
　特に、ゲートライン１１１ＧＬの長さが短い部分Ａと長さが長い部分Ｂとの間の抵抗差
が大きく現れるようになる。このように、各ゲートライン１１１が長さに応じた抵抗バラ
ツキを有することによって、ゲートパッド１１２に互いに異なる初期バイアス電圧がかか
るようになることによって、画素領域１１４のゲートラインＧＬに印加されるゲート信号
が歪曲されて画質が低下されるという問題がある。
【００１７】
　また、前記ゲート駆動回路ライン１１５に駆動信号を印加する際に、センター部からエ
ッジ部に行くほど、抵抗が大きくなる抵抗バラツキが現れるという問題がある。
　このような配線長さに応じた抵抗バラツキは、データ駆動回路ラインに接続されるデー
タパッドと画素領域のデータラインとの間に接続されるデータリンク部でも同様に発生す
る。
【００１８】
　前記データラインの長さに応じた抵抗バラツキもまた、画素領域のデータラインに印加
されるデータ信号を歪曲させて、画質を低下させるという問題がある。
【００１９】
　また、前記データ駆動回路ラインに駆動信号を印加する際に、センター部からエッジ部
に行く程、抵抗が大きくなる抵抗バラツキが現れるという問題がある。
【００２０】
　また、従来の横電界方式の液晶ディスプレイ（ＩＰＳ　ＬＣＤ）では、パネルの外郭に
共通電圧の印加部を形成する際に、ソース電極及びドレイン電極と透明電極パターンとの
コンタクト数を同様に設計したが、このような構造は、共通電圧の印加部の中心から遠ざ
かるほど、抵抗成分が増加するようになって、パネル内の共通電圧を均一に維持すること
が不可能になることから、パネルの画質特性が低下するという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　本発明は、リンク部の抵抗バラツキを解消して等電位を形成する液晶ディスプレイを提
供することに第１の目的がある。
【００２２】
　また、本発明は、液晶パネルの外郭のリンク部において、ゲートライン同士の間の長さ
に応じる抵抗バラツキを解消して、等抵抗を形成する液晶ディスプレイを提供することに
第２の目的がある。
【００２３】
　また、本発明は、液晶パネルの外郭のリンク部において、データライン同士の間の長さ
に応じる抵抗バラツキを解消して、略等抵抗を形成する液晶ディスプレイを提供すること
に第３の目的がある。
【００２４】
　また、本発明は、液晶パネルの外郭のリンク部において、共通ライン同士の間に等抵抗
を維持することによって、パネル全体の共通電圧を均一に維持させ得る液晶ディスプレイ
を提供することに第４の目的がある。
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【課題を解決するための手段】
【００２５】
　上記の第１の目的を達成するため、本発明に係る液晶ディスプレイは、表示領域の信号
ラインと該信号ラインに必要な信号を供給する回路ラインとが接続した液晶パネルにおい
て、前記信号ラインと回路ラインとの接続面積は、少なくとも２つ以上の信号ラインで互
いに異なることを特徴とする。
【００２６】
　上記の第２の目的を達成するため、本発明に係る液晶ディスプレイは、表示領域のゲー
トラインと該ゲートラインに必要な信号を供給するゲート駆動回路ラインとを接続するた
めのリンク部を有する液晶パネルにおいて、前記ゲートラインとゲート駆動回路ラインと
を接続させるための電極パターンが形成されており、前記ゲートラインと電極パターンの
コンタクト孔と前記ゲート駆動回路ラインと電極パターンのコンタクト孔のうちの少なく
ともいずれかのコンタクト孔の個数が、ゲートライン又はゲート駆動回路ラインの位置に
応じて互いに異なることを特徴とする。
【００２７】
　上記の第３の目的を達成するため、本発明に係る液晶ディスプレイは、表示領域のデー
タラインと該データラインに必要な信号を供給するデータ駆動回路ラインとを接続するた
めのリンク部を有する液晶パネルにおいて、前記データラインとデータ駆動回路ラインと
を接続させるための電極パターンが形成されており、前記データラインと電極パターンの
コンタクト孔と前記データ駆動回路ラインと電極パターンのコンタクト孔のうちの少なく
ともいずれかのコンタクト孔の個数が、データライン又はデータ駆動回路ラインの位置に
応じて互いに異なることを特徴とする。
【００２８】
　上記の第４の目的を達成するため、本発明に係る液晶ディスプレイは、表示領域の共通
ラインと該共通ラインに必要な信号を供給する共通信号供給ラインとを接続するためのリ
ンク部を有する液晶パネルにおいて、前記共通ラインと共通信号供給ラインとを接続させ
るための電極パターンとのコンタクト孔の個数が、共通信号印加位置に応じて互いに異な
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明は、液晶ディスプレイにおいて、ゲートライン、データライン、共通ライン別抵
抗バラツキを減少させて信号歪曲を減らすことによって、液晶ディスプレイの画質特性が
向上されるという効果がある。
　また、本発明は、リンク部でのコンタクト孔の個数を簡単に調節することによって、抵
抗バラツキを調節して設計自由度を増加させ、かつ工程が簡単でライン間距離を確保する
ことができるので、ラビング不良及びパターン不良を低減し製造歩留まりを増加させると
いう他の効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、添付した図面を参照しながら、本発明に係る液晶ディスプレイを多様な実施形態
を挙げて詳細に説明する。
【００３１】
　図３は、本発明に係る第１の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有
するゲートリンク部を示した平面図であり、図４は、図３に示されたＡ－Ａ´の断面図で
ある。
【００３２】
　図３及び図４に示すように、基板２１０上にゲートライン２１１ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ
３、ＧＬ４、ＧＬ５、ＧＬ６、ＧＬ７と前記ゲートライン２１１に延びてゲートパッド２
１２が形成されており、ゲート駆動信号が印加されるゲート駆動回路ライン２１５が所定
の間隔だけ離隔して形成されている。
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【００３３】
　そして、前記ゲートパッド２１２及びゲート駆動回路ライン２１５上にゲート絶縁膜２
３１及び保護膜２３２が形成されている。
【００３４】
　そして、前記ゲート絶縁膜２３１及び保護膜２３２には、ゲートパッド２１２を所定露
出させるゲートパッドコンタクト孔２２０が形成されており、前記ゲート駆動回路ライン
２１５の一部を露出させるゲートリンクコンタクト孔２２１が形成されている。
【００３５】
　そして、前記保護膜２３２上に形成された透明電極パターン２１８は、前記ゲートパッ
ドコンタクト孔２２０と前記ゲートリンクコンタクト孔２２１との全面コンタクトにより
、前記ゲートパッド２１２と前記ゲート駆動回路ライン２１５とを電気的に接続させる。
【００３６】
　この時、前記ゲート駆動回路ライン２１５から駆動信号が印加される時、前記駆動信号
が印加されるセンター部の抵抗とエッジ部の抵抗が異なるようになるので、これを等抵抗
にするために、前記ゲート駆動回路ライン２１５と透明電極パターン２１８との接触面積
を異なるようにする。
【００３７】
　このために、前記ゲート駆動回路ライン２１５を所定露出させるゲートリンクコンタク
ト孔２２１の個数をゲート駆動回路ライン２１５の位置に応じて異なるようにすることに
よって、等抵抗を形成する。
【００３８】
　すなわち、前記ゲート駆動信号が印加されるゲート駆動回路ライン２１５のセンター部
において、ゲートリンクコンタクト孔２２１の個数を最小にし、前記ゲート駆動回路ライ
ン２１５のエッジ部に行くほど、前記ゲートリンクコンタクト孔２２１の個数を増やして
、抵抗バラツキを最小化する。
【００３９】
　図示していないが、前記ゲートパッド２１２とゲート駆動回路ライン２１５とが互いに
接続されるゲートリンク部２００は、その位置に応じて前記ゲートラインが互いに異なる
長さを有するように設定されているので、ゲートラインは、その長さ差に応じた抵抗バラ
ツキを有するようになるので、これを等抵抗にするために、前記ゲートパッドコンタクト
孔２２０の個数を異なるようにすることができる。
　この時、ゲート駆動回路（図示せず）と接続されるゲートパッド２１２は、基板２１０
のきわ領域に形成される。
【００４０】
　図５は、本発明に係る第２の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有
するデータリンク部を示した平面図であり、図６は、図５に示されたＢ－Ｂ’の断面図で
ある。
【００４１】
　図５及び図６に示すように、基板３１０上にデータライン３１１ＤＬ１、ＤＬ２、ＤＬ
３、ＤＬ４、ＤＬ５、ＤＬ６、ＤＬ７と前記データライン３１１に延びてデータパッド３
１２が形成されており、データ駆動信号が印加されるデータ駆動回路ライン３１５が所定
間隔だけ離隔して形成されている。
　この時、図示していないが、前記基板３１０上には、ゲートパターンが形成され、前記
ゲートパターン上にゲート絶縁膜が形成されている。
【００４２】
　また、前記ゲート絶縁膜３３１上にデータライン３１１及びデータパッド３１２が形成
されるが、前記データライン３１１及びデータパッド３１２下には、アクティブパターン
３３５が形成されている。
　そして、前記データパッド３１２及びデータ駆動回路ライン３１５上に保護膜３３２が
形成されている。



(7) JP 4634338 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

　そして、前記保護膜３３２には、データパッド３１２及びアクティブパターン３３５を
所定露出させるデータパッドコンタクト孔３２０が形成されており、前記データ駆動回路
ライン３１５及びアクティブパターン３３５の一部を露出させるデータリンクコンタクト
孔３２１が形成されている。
【００４３】
　前記保護膜３３２上に形成された透明電極パターン３１８は、前記データパッドコンタ
クト孔３２０と前記データリンクコンタクト孔３２１とのサイドコンタクトにより、前記
データパッド３１２と前記データ駆動回路ライン３１５とを電気的に接続させる。
　この時、前記データ駆動回路ライン３１５から駆動信号が印加される時、前記駆動信号
が印加されるセンター部の抵抗とエッジ部の抵抗とが異なるようになるので、これを等抵
抗にするために、前記データ駆動回路ライン３１５と透明電極パターン３１８とのサイド
接触面積を異なるようにする。
【００４４】
　このために、前記データ駆動回路ライン３１５のサイドとアクティブパターン３３５と
を所定露出させるデータリンクコンタクト孔３２１の個数をデータ駆動回路ライン３１５
の位置に応じて異なるようにすることによって、等抵抗を形成する。
　すなわち、前記データ駆動信号が印加されるデータ駆動回路ライン３１５のセンター部
において、データリンクコンタクト孔３２１の個数を最小にし、前記データ駆動回路ライ
ン３１５のエッジ部に行くほど、前記データリンクコンタクト孔３２１の個数を増やして
抵抗バラツキを最小化する。
【００４５】
　また、前記データパッド３１２とデータ駆動回路ライン３１５とが互いに接続される電
極リンク部３００は、その位置に応じて前記データラインが互いに異なる長さを有するよ
うに設定されているため、データラインは、その長さ差に応じた抵抗バラツキを有するの
で、これを等抵抗にするために、前記データパッドコンタクト孔の個数を異なるようにす
ることもできる。
　この時、データ駆動回路（図示せず）と接続されるデータパッド１１２は、基板３１０
のきわ領域に形成される。
【００４６】
　図７は、本発明に係る第３実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有す
る共通電極リンク部を示す平面図であり、図８は、図７に示されたＣ－Ｃ’の断面図であ
る。
【００４７】
　横電界方式液晶ディスプレイでは、パネルの外郭に共通電圧の印加部を形成し、下部基
板に共通電極及び共通ラインを形成して、パネル全体に共通電圧を印加する。
　この時、前記共通電圧の印加部と前記共通電極及び共通ラインは、透明電極パターンで
電気的接続しながらコンタクトする。
【００４８】
　図７及び図８に示すように、基板４１０上に共通ライン４１１ＣＬ１、ＣＬ２、ＣＬ３
、ＣＬ４、ＣＬ５、ＣＬ６、ＣＬ７と前記共通ラインに延びて、共通パッドが形成されて
おり、共通信号が印加される共通信号供給ライン４１５が所定間隔だけ離隔して形成され
ている。
　ここで、前記共通ライン４１１上には、ゲート絶縁膜４３１が形成され、前記ゲート絶
縁膜４３１上に共通信号供給ライン４１５が形成されるが、前記共通信号供給ライン４１
５下には、アクティブパターン４３５が形成されている。
　ここで、前記共通ライン４１１と前記共通信号供給ライン４１５とは、互いに異なる方
向に形成され、前記共通信号供給ライン４１５は、前記共通ライン４１１と接続される。
　そして、前記共通ライン４１１及び共通信号供給ライン４１５上に保護膜４３２が形成
されている。
　そして、前記保護膜４３２には、共通パッド４１２を所定露出させる共通パッドコンタ
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クト孔４２０が形成されており、前記共通信号供給ライン４１２の一部を露出させる共通
リンクコンタクト孔４２１が形成されている。
【００４９】
　前記保護膜４３２上に形成された透明電極パターン４１８は、前記共通パッドコンタク
ト孔４２０を全面コンタクトし、前記共通リンクコンタクト孔４２１とサイドコンタクト
して、これによって、前記共通ライン４１１と前記共通信号供給ライン４１５とを電気的
に接続させる。
【００５０】
　この時、前記共通信号供給ライン４１５から共通信号が印加される時、前記共通信号が
印加されるセンター部の抵抗とエッジ部の抵抗が異なるようになるため、これを等抵抗に
するために、前記共通信号供給ラインのサイドとアクティブパターンとを所定露出させる
共通リンクコンタクト孔の個数を、位置に応じて異なるようにすることによって、等抵抗
を形成する。
【００５１】
　すなわち、前記共通信号が印加される共通信号供給ライン４１５のセンター部において
、共通リンクコンタクト孔４２１の個数を最小にし、前記共通信号供給ライン４１５のエ
ッジ部に行くほど、前記共通リンクコンタクト孔４２１の個数を増やし抵抗バラツキを最
小化する。
【００５２】
　図９は、本発明に係る第４の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有
する共通電極リンク部を示す平面図であり、図１０は、図９に示されたＤ－Ｄ’の断面図
である。
　ここで、上述した図８及び図９において、同じ部分については、具体的な説明を省略す
る。
【００５３】
　前記共通信号が印加される共通信号供給ライン５１５の近隣で共通リンクコンタクト孔
５２１の個数を最小にし、前記共通信号供給ライン５１５の信号印加位置から遠ざかるほ
ど、前記共通リンクコンタクト孔５２１の個数を増やし抵抗バラツキを最小化する。
【００５４】
　前記共通ライン５１１と透明電極パターン５１８とが互いに接続される電極リンク部５
００は、その位置に応じて前記共通ラインＣＬ１～ＣＬ７が互いに異なる長さを有するよ
うに設定されているため、前記共通ラインは、その長さ差に応じる抵抗バラツキを有する
ようになるので、これを等抵抗にするために、前記共通パッドコンタクト孔の個数を異な
るようにすることができる。
【００５５】
　図１１は、本発明に係る第５の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を
有するゲートリンク部を示した平面図である。
【００５６】
　図１１に示すように、基板６１０上にゲートライン６１１ＧＬ１、ＧＬ２、ＧＬ３、Ｇ
Ｌ４、ＧＬ５、ＧＬ６と前記ゲートライン６１１に延びてゲートパッド６１２とが形成さ
れており、ゲート駆動信号が印加されるゲート駆動回路ライン６１５が所定間隔だけ離隔
して形成されている。
　そして、前記ゲートパッド６１２を所定露出させるゲートパッドコンタクト孔６２０が
形成されており、前記ゲート駆動回路ライン６１５の一部を露出させるゲートリンクコン
タクト孔６２１が形成されている。
　前記ゲートリンクコンタクト孔は、１つのコンタクト孔からなっており、各ゲート駆動
回路ラインと透明電極パターンとの間のコンタクト孔の大きさは、センター部からエッジ
部に行くほど大きくなって、接触抵抗が低くなる。
【００５７】
　前記ゲート駆動回路ライン６１５から駆動信号が印加される時、前記駆動信号が印加さ
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れるセンター部の抵抗とエッジ部の抵抗とが異なるようになるので、これを等抵抗にする
ために、前記ゲート駆動回路ライン６１５と透明電極パターン６１８との接触面積を異な
るようにする。
【００５８】
　このために、前記ゲート駆動回路ライン６１５を所定露出させるゲートリンクコンタク
ト孔６２１の大きさを、ゲート駆動回路ライン６１５の位置に応じて異なるようにするこ
とによって、等抵抗を形成する。
【００５９】
　すなわち、前記ゲート駆動信号が印加されるゲート駆動回路ライン６１５のセンター部
において、ゲートリンクコンタクト孔６２１の大きさを最小にし、前記ゲート駆動回路ラ
イン６１５のエッジ部に行くほど、前記ゲートリンクコンタクト孔６２１の大きさを大き
くして、抵抗バラツキを最小化する。
【００６０】
　したがって、前記ゲート駆動回路ライン６１５同士は、その長さ差に応じる抵抗バラツ
キを有するようになるので、これを等抵抗にするために、前記ゲートパッドリンクコンタ
クト孔６２１の大きさを異なるようにすることもできる。
　そして、前記ゲートラインと透明電極パターンとのコンタクト孔６２０の大きさを異な
るようにこともできる。
【００６１】
　このように、本発明は、ゲートラインのような信号ラインとゲート駆動回路ラインのよ
うな回路ラインとの接続面積が、少なくとも２つ以上の回路ライン又は信号ラインにおい
て異なるようにすることによって、窮極的には、信号ラインと回路ラインとの接続地点で
略等抵抗をなすようにするためのものである。
【００６２】
　本発明の第５の実施形態は、ゲートライン及びゲート駆動回路ラインだけでなく、デー
タライン及びデータ駆動回路ライン、共通ライン及び共通信号供給ラインにも適用するこ
とができる。
【００６３】
　前記接続面積は、コンタクト孔の大きさにより調節でき、コンタクト孔の個数により調
節できる。
【００６４】
　本発明は、共通信号供給ラインと透明電極パターンのコンタクト孔数を調節することに
よって、共通ラインが等抵抗を有するように形成することによって、パネル全体に共通電
圧を均一に維持し、パネルの画質特性を改善することができる。
【００６５】
　また、前記接続面積は、前記信号ラインと回路ラインが前記透明電極パターンと接触す
る面積を意味するものではなく、実質的に信号ラインと回路ラインとの電気的接続面積を
意味するものであって、前記透明電極パターン無しで前記信号ラインと前記回路ラインと
が直接接触することもできる。
【００６６】
　したがって、本発明は、液晶ディスプレイにおいて、ゲートライン、データライン、共
通ライン別抵抗バラツキを減少させて、信号歪曲を減らすことによって、装置の画質特性
を向上させることができるという効果がある。
【００６７】
　また、本発明は、リンク部でのコンタクト孔の個数を簡単に調節することによって、抵
抗バラツキを調節して設計自由度を増加させ、工程が簡単かつライン間距離を確保するこ
とができるので、ラビング不良及びパターン不良を低減し、製造歩留まりを増加させると
いう他の効果がある。
【００６８】
　上述したように、本発明に係る液晶ディスプレイ及びその製造方法は、前記実施形態に
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限定されず、多様な構造に適用されることができ、本発明の技術的思想内で当分野の通常
の知識を有する者により、その変形や改良が可能であることは明白である。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】通常の液晶ディスプレイのゲートラインパッドを概略的に示した部分図である。
【図２】通常の液晶ディスプレイのゲートパッドリンクを拡大して示した平面図である。
【図３】本発明に係る第１の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有す
るゲートリンク部を示した平面図である。
【図４】図３に示されたＡ－Ａ’の断面図である。
【図５】本発明に係る第２の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有す
るデータリンク部を示した平面図である。
【図６】図５に示されたＢ－Ｂ’の断面図である。
【図７】本発明に係る第３の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有す
る共通電極リンク部を示した平面図である。
【図８】図７に示されたＣ－Ｃ’の断面図である。
【図９】本発明に係る第４の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有す
る共通電極リンク部を示した平面図である。
【図１０】図９に示されたＤ－Ｄ’の断面図である。
【図１１】本発明に係る第５の実施形態であって、液晶ディスプレイにおいて等抵抗を有
するゲートリンク部を示した平面図である。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够补偿液晶显示器中的电阻变化的液晶显示
器，特别是在其中的连接部分中。解决方案：在液晶显示器（LCD）
中，可以减少栅极线，数据线和公共线的电阻变化，从而可以减少LCD
中的信号失真。因此，可以增强LCD的图像质量特性。而且，在液晶显
示器（LCD）中，可以通过调节连接部分中的接触孔的数量或尺寸来减
小电阻变化。因此，增加了设计自由度，简化了工艺，确保了线之间的
距离，因此减少了摩擦失效和图案失效，结果提高了产量。Ž
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